
  書式第12号　（法第28条関係）

1. 事業の成果

２．事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に関する事業

事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象者
参加人数

支出
金額

(千円)

患者さん・家族・医療者のための
｢がんの治療と暮らしフェア｣開催

2019年9月1日 東京都品川区 11人
患者さんを含む一般
市民、医療従事など

約600人
5,975

治療と仕事の両立支援スキルアップ
セミナー（日本産業カウンセラー
協会東京支部との共催）

2019年2月11日･16
日、8月10日･25
日、11月4日

東京都渋谷区 6人
企業の人事・労務担当
者、産業カウンセラー

など165人
72

がん治療と仕事の両立支援
管理職向けセミナー企業共催

2019年5月21日、
6月11日･18日、
7月2日･9日･30日

東京都新宿区 2人
当該企業の管理職

約400人
3,911

日本癌治療学会シンポジウム
学会・企業との共催

2019年10月24日 福岡県福岡市 1人
第57回日本癌治療学会
学術集会に参加した

医療従事者など約150名
2,331

ＨＰ・ソーシャルメディア等による
情報提供

通年 事務局 1人
一般市民

不特定多数
407

｢図書館連携｣プロジェクト
図書館総合展等での展示・がん医療
情報利用手引きの作成＆情報発信

通年
神奈川県横浜市、

全国15カ所図書館、
など

2人
一般市民

不特定多数
1,145

就労支援新聞広告企画　企業共催 2019年10月*
新聞紙面全国版

＊掲載日は地域によって
変動

2人
一般市民

不特定多数
20,356

｢キレイの力｣プロジェクト
看護学生啓発･患者さんへのウィッグ
贈呈とPRによる社会啓発活動

通年
看護大学･専門学校、医

療機関
5人

看護学生1045人、患者
さん3名、医療従事者､
一般市民､不特定多数

3,089

｢がんと働く｣リワークノート
制作および販売、NPOサイトからの
ダウンロードサービス

通年 事務局 2人
患者さん､医療従事者、

産業保健関係者、
一般市民、不特定多数

143

｢がんの治療と暮らしのサポート
実践ガイド｣販売

通年 全国 1人
患者さん・家族、

医療従事者、
一般市民、不特定多数

39

その他の書籍・朗読ＣＤ・グッズの
販売

通年 全国 1人
患者さん・家族、

医療従事者、
一般市民、不特定多数

14

製薬企業発行の冊子制作企画及び
｢がんと働く｣リワークートシリーズ
の新ツール作成・リリース

通年 全国 2人
患者さん・家族、

医療従事者、
一般市民、不特定多数

3,165

(5)
がん患者とその家族・
友人等への各種カウン

セリング事業

心のケアプロジェクト
（グループカウンセリング実施）

2019年7月11日～8
月15日のうち4日
間、10月27日～12
月15日のうち4日間

新宿区 3人
患者さん・家族、医療
従事者、一般市民など

不特定多数
87

リボンズハウス設置支援
・ネットワーク会議開催

通年
リボンズハウス

都内会議室
5人

患者さん・家族、
医療従事者、一般市民

など約70名
349

サンクスナースプロジェクト
（「アートとケア」「ホスピタル・
ヨガ」）

2019年5月～12月 新宿区、墨田区 2人
医療従事者、一般市民

など、不特定多数 1,677

(1)
セミナー・

シンポジウムの
企画開催事業

２０１９年度　　事　業　報　告　書
自２０１９年１月１日　至２０１９年１２月３１日

特定非営利活動法人　キャンサーリボンズ

事業名

2019年度は、①継続してきたプロジェクトのネクストステップへの展開　②新しいテーマへの着手　③原点に戻っての
リスタートなど､NPO発足11年目という新しいステージの始まりらしい1年となりました。まず①では、NPO発足当初から
継続している｢がんと働く｣プロジェクトが挙げられます。人材育成の面で、(一社)日本産業カウンセラー協会東京支部
との協働セミナーに加えて企業単位の管理職研修を実施、働く現場に入り込んだ施策の第一歩となりました。当研修は
今後も継続の予定です。2011年初版2016年改訂の『｢がんと働く｣リワークノート』シリーズに新ツールも追加しました。
②は｢サンクスナース｣プロジェクトです。医療や看護に新しい視点を投げかける｢アートとケア｣をテーマとした企画や、
看護師を始めとする医療者に対し、よりよいケアのための心身のリフレッシュ＆コンディショニング機会となることを
目指した病院単位でのヨガ体験プログラムに取り組みました。この①②は、“支援する側の人材育成や支援を通じて、
当事者サポートを行う”という当NPOの方向性に沿ったものです。他方、③に当たる「心のケア」プロジェクトによる
｢グループカウンセリング｣は、当事者の主体性を大切にするという当NPOの考え方を象徴するプログラムとしてNPO発足
当初から実施していました。その後、その中心的存在であった丸田俊彦理事の逝去によって中断していましたが、精神
腫瘍医､臨床心理士をファシリテーターとして、４回1クールの形で再開しました。それ以外も、｢図書館連携｣プロジェ
クト、「キレイの力」プロジェクト、「がん暮らしフェア」など、活発な取り組みを継続しています。

(3)
がん等に関する情報の

収集提供事業

(4)
がん等に関する資料や
書籍・ケア商品等の
企画制作販売事業

(6)
がん患者とその家族・

友人等の交流・
情報交換・支援事業


